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薬剤によるリュウキュウチクの駆除

ヤンパルの山に入った人でしたら､山の大半,特に陵

線部の殆んどが､リ-ウキ-ウチク (ヤンパルダケ)の

諸芸生地であることを記憶LてV,ることでしょう｡

リ-ウキ-ウチク等ササの類は､土地に対する要求度

が低 く､適度の陽光畳か得られるところでは,何処でも

良く繁茂する｡地下茎で侵入繁殖するので､その根絶が

困難である｡そのため造林する上で､地貯え､手入れに

多くの経費を質し､造林失敗の一因にさえなって＼(る｡

リ-ウキ-ウテクの密生地では雅樹の発生や生育を困難

にし､天然生林の更新や朗芽林の生育の健吾になってV,

るなどと､家庭では-チマ柵やヨシズでなじみの深いリ

-ウキ-ウチクも､林業関係では障害物の一つになって

お ります｡そこで､筆者が1957-1959年に行った､Est･

eron 245による1)ユウキユウチタの駆除試験の結果を

中心にその駆険法の概要を述べて見ます｡

Esteron 245

ESterOn 245は､ 除草剤の一種で､アメリカ､ミシガ

ン州在の Dow ChemicalCompany製品です｡

向うでは､従木猿の佑殺剤として利用されてV,るよう

です｡その他,24-D や Dowpon剤も使用テストし

て見ましたが リ-ウキ-ウチクの捕殺剤としては､効

果が頚著でありませんでしたO

試 験 概 要 と結 果

試験は､山中の リ-ウキ-ウチクの据生する場所で 1試

験区の大きさが6尺×6尺 (1坪)で､溶媒にケロシンと

水を用い､ Esteon245の濃度を1,00/､3,00'ノ6,%となる

ような浴液を作 り､試験区内の リ-ウキ-ウチタを､立

竹のまま､地｣二2フィートで切断､地際で捌 節の3つに処

押し､2月､6月､10月の 3回の時期に分けて､テストして

見ました｡薬液の散布は噴劣器を用いて､竹梓､枝､集

の表面が T･分濡れる程度に散布しました｡その結果だけ

を記しますと､散布後2カ年を経過した時点で､テスト

前の生育竹の人数に刈するテスト後に別井した竹のAi:敬

の割合は､3.4-88%でかなりの抑制効果があります｡

文節D発生は､1年日の発生期には､全区とも全然発生

せず､2年目でも一区平均0.9Ai:の発生を見ただけで､効

果が顕著であったことがうかがえます｡溶媒別､薬液の

濃度別､竹の処韓別､散布時期別の効果の差異は､考慮

する程の差異が認められません｡以上のように析殺効果

のかなり高い結果か表れてお ります｡なお リ31ウキ-ウ

チクの据生地には､地床他生か殆んど見られませんか､

2年日で他の植生か良く繁茂し(当然のことですが)也

榊 宣生の改善が顕著であったことも附言しておきますO

使 用 主夫

Esteron245は水に容易に溶解しますし､1,%の濃度

で 卜分効果かあります､先づ境等器の中に水182(1斗)
に対し Esteron245180cc(1合)の割合で入れて良く

混ぜて散布液を作ります｡ リ-ウキ-ウチクの竹梓は切

断し易V,所で､カマで伐った方が良いと思V,ます｡竹を

立てたままですと枝葉全体に散布するのに作業が非常に

困難になり､生き残りが多くなる恐れがありますし､又

薬液を大塩使用する事になりますので､なるべく切断し

た方が良V,と思います｡薬液の散布は､竹梓､枝葉の表

面が E.分ぬれる程度にします｡散布後7-10日で葉色が

変化しはじめ､20日憶には緑色を殆んど失い､40日頃で
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こヰ井 は r i.r. ユ1 の訊昧あと 1958年10月散布 JJ一ウキユウテクは究金に枯死 して他の植句勿が

仕入 している 蜂苛が古事をおいているのはウ}ジロ刀ンコノ羊で1枚市頓に自生 したもの

掛¥;外.はじまり､31J月tlyiにI押 付､枝jt･すっか り桐 し

てし史V,ますo故(11'かl･分でなV,機合は2-5カ月姥に竹

['t.:か｢,JVi舛するノ偽 りの竹があるので､繰返し故(fけ る

と､先金なW.除かなされるものと思vlます.なお611'死し

た11̀柑 よ､雌液倣lTi絃1年を終たg汁乙は､人足で'(-i奴に

折損し､2J'r.:を過ぎるtl'=こは､その大部分は､L'L'!呉に慣

朽消滅します｡

Esteron215は冷帯刑であるのでI"d佃峠に灘液に触れ

た草臥 碓偶ATiは令て1'TlI'托してしまV,史すし､伐鮒こ触

れるとJyは三をしなくなりますので､梯川に､-111ては1)ユ

ウキ-ウチタj訊政経の林地の純絹l柏勺を 卜分~考frS.する必

安があります｡例えば川jB.:史新を糊称する林地EJ.Jでは､

杓木の伐軌榊こリ-ウキ-ウテクの非液廃除を行う必境

があります｡また邦液放れ後､雨の多V.暗細で 1月半､

少なvl悼卿で2-3カ月の関は､植樹やクネマキは行って

はなりませんOなお鼎液が人体に触れると､かゆ くなり
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ますので柴液故-(t川寺には､なるべ く皮膚の拷LH.部がなvl

よう唯肺する必俊があります｡

怪 異 の 一 例

総称 ま林地 )1の 1)-ウキ-ウテクの 嘩育疎 幣に大き

閥旅しますが'TtL者が 1959年7月に琉-大与那故習林で行っ

た例を示しますと､下火の通 りです｡)JJ(紋地はリ-ウキ

数 椛 ITL lIlri 愈 維i 仇7 考

Es【LlrOl1ユ15 3.311ロン $10.80 35.64 hn､JZJ

JF/rPl!代将人人 1;】人 1.01 13.52 1959.7日
にリjJ舶

左fll(iJilnlxTri人プ=･ 4人 1.04 4.16 m し初.tt)
†独和了のみ

.汁 53.32

-ウテクの常盤他で､竹作は造林カマで惜 し易∨､所で

切断しました｡噴宕器は7升入れと1斗入れの2個を使用

し､川 (水)までの平均距離は40m､林地の傾斜は15-

30度の場所です｡ (LIJ 盛 直 )


